
















 

数 学（線形代数） 
 

n×n の行列に対して逆行列を計算できるか． 

 

  



 

数 学（微分積分） 
 

（１）𝑓(𝑥, 𝑦)の関数に対して偏微分を計算できるか． 

 

（２）分数の多項式で表された関数の定積分が計算できるか． 

 

（３）𝐷: {(𝑥, 𝑦)}で定義された領域を D の重積分を計算できるか． 

 

  



 

数 学（微分方程式） 
 

微分方程式について理解し，一般解を求められるか。 



大学院工学研究科博士前期課程 一般入試（２次） 解答用紙 

受験番号 （解答例） 試験科目名 数学 １ 
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生産システム工学系専攻 機械ロボット工学コース，情報電子工学系専攻 共創情報学コース E系 



大学院工学研究科博士前期課程 一般入試（２次） 解答用紙 

受験番号 （解答例） 試験科目名 数学 ２ 

（１） 

   
𝜕𝑧

𝜕𝑥
= −

𝑦

𝑥2 + 𝑦2
,

𝜕𝑧

𝜕𝑦
=

𝑥

𝑥2 + 𝑦2
 

 

（２） 

   𝐼1 = 2𝑙𝑜𝑔2 − 𝑙𝑜𝑔3 −
1

2
 

 

（３） 

   𝐼2 = 9𝑙𝑜𝑔2 −
21

4
 

 

生産システム工学系専攻 機械ロボット工学コース，情報電子工学系専攻 共創情報学コース E系 



大学院工学研究科博士前期課程 一般入試（２次） 解答用紙 

受験番号 （解答例） 試験科目名 数学 ３ 

求める微分方程式の一般解は， 

𝑦 = 𝐶1𝑒𝑥 − 𝑥3 − 3𝑥2 − 5𝑥 − 5 (ただし𝐶1は任意定数) 

 

生産システム工学系専攻 機械ロボット工学コース，情報電子工学系専攻 共創情報学コース E系 



 

熱 力 学 
 

１．熱力学第一法則を理解しているか．また，基本的な計算を正しく実行できる

か． 

 

２．理想気体の状態変化に関する基礎事項を理解しているか．また，基本的な計

算を正しく実行できるか．サイクルの熱効率を理解しているか．また，計算

を正しく実行できるか． 

  



 

流 体 力 学 
 

１．管路内流れの基礎を理解しているか．また，基本的な諸量を正しく計算でき

るか． 

 

２．連続の式を理解しているか．また，無次元化の操作を正しく実行できるか． 

 

  



 

材 料 力 学 
 

(1)  はりの不静定問題を理解しているか． 

  

(2)  はりのたわみ角を求めることができるか． 

 

(3)  はりのたわみを求めることができるか．   



 

機 械 力 学 
 

(1)剛体の運動を理解しているか． 

 

(2)剛体の運動の基本的物理量を理解しているか． 

 

(3)1 自由度振動系の基本を理解しているか． 

  



 

制 御 工 学 
 

(1) フィードバック制御系の閉ループ伝達関数を理解しているか． 

(2) ラウスの安定判別法ができるか． 

(3) フィードバック制御系の一巡伝達関数を理解しているか． 

(4) ボード線図と伝達関数の関係を理解しているか． 

(5) 位相余裕をボード線図から読み取ることができるか． 

 



大学院工学研究科博士前期課程 一般入試（２次） 解答用紙 

受験番号 （解答例） 試験科目名 熱力学 

１． 

(1) 62.5 kJ  あるいは  62.5 × 103 J，6.25 × 104 J 

(2) 265 × 103 J あるいは  2.65 × 105 J，265kJ or  2.65 × 102 kJ 

 

２． 

(1)  0.436 あるいは 43.6% 

(2)  0.648 あるいは 64.8% 

 

生産システム工学系専攻 機械ロボット工学コース，情報電子工学系専攻 共創情報学コース E系 



大学院工学研究科博士前期課程 一般入試（２次） 解答用紙 

受験番号 （解答例） 試験科目名 流体力学 

１． 

(1) 

𝑄𝑚 = 𝜌𝑄 = 𝜌
𝜋𝑑2

4
𝑢 = 1000 ×

3.14 × 0.0102

4
× 0.1 = 7.85 × 10−3 

7.85 × 10−3 kg/s 

 

(2) 

𝑅𝑒 =
𝑢𝑑

𝜇/𝜌
=

0.1 × 0.010

0.001/1000
= 1000 

1000 

 

(3) 

𝑅𝑒 = 1000  (< 2300)  

であり，流れは層流であるから， 

𝑢𝑚𝑎𝑥 = 2𝑢 = 2 × 0.1 = 0.2 

0.2 m/s 

 

(4) 流れは層流であるから， 

𝜆 =
64

𝑅𝑒
=

64

1000
= 0.064 

0.064 

 

(5) 

𝛥𝑝 = 𝜆
𝐿

𝑑

𝜌𝑢2

2
= 0.064 ×

2

0.010
×

1000 × 0. 12

2
= 64 

64 Pa 

 

２． 

(1) 無次元量を代入して， 


0

𝜕̄

(𝐿/𝑈)𝜕𝑡̄
+


0
𝑈𝜕(̄𝑢̄)

𝐿𝜕𝑥̄
+


0
𝑈𝜕(̄𝑣̄)

𝐿𝜕𝑦̄
+


0
𝑈𝜕(̄𝑤̄)

𝐿𝜕𝑧̄
= 0 

 

∴      
𝜕̄

𝜕𝑡̄
+

𝜕(̄𝑢̄)

𝜕𝑥̄
+

𝜕(̄𝑣̄)

𝜕𝑦̄
+

𝜕(̄𝑤̄)

𝜕𝑧̄
= 0 

 

(2) 密度一定であるから， 

∴      
𝜕𝑢̄

𝜕𝑥̄
+

𝜕𝑣̄

𝜕𝑦̄
+

𝜕𝑤̄

𝜕𝑧̄
= 0 

 

(3) 時間項が消去されるから， 

∴      
𝜕(̄𝑢̄)

𝜕𝑥̄
+

𝜕(̄𝑣̄)

𝜕𝑦̄
+

𝜕(̄𝑤̄)

𝜕𝑧̄
= 0 

 

生産システム工学系専攻 機械ロボット工学コース，情報電子工学系専攻 共創情報学コース E系 



大学院工学研究科博士前期課程 一般入試（２次） 解答用紙 

受験番号 （解答例） 試験科目名 材料力学 

(1)  
C

3

4
R wl=  

  

(2)  
3

C
6

wl

EI
 = −   

 

(3)  
4

B
12

wl
y

EI
=  

 

生産システム工学系専攻 機械ロボット工学コース，情報電子工学系専攻 共創情報学コース E系 



大学院工学研究科博士前期課程 一般入試（２次） 解答用紙 

受験番号 （解答例） 試験科目名 機械力学 

 

(1) 運動方程式は， 

   𝐽𝑂𝜃̈ + (2𝑘𝐿2 − 2𝑚𝑔𝐿)𝜃 = 0  

 

(2)  O 点まわりの慣性モーメントは  𝐽𝑂 =
17

3
𝑚𝐿2 

 

(3)  振動する場合のばね定数の条件は，𝑘 >
𝑚𝑔

𝐿
 

   固有振動数は，𝑓𝑛 =
1

2𝜋
√

34(𝑘𝐿−𝑚𝑔)

3𝑚𝐿
 [Hz] 

 

生産システム工学系専攻 機械ロボット工学コース，情報電子工学系専攻 共創情報学コース E系 



大学院工学研究科博士前期課程 一般入試（２次） 解答用紙 

受験番号 （解答例） 試験科目名 制御工学 

 

(1)  

𝑊1(𝑠) =
𝑌

𝑅
=

𝐺

1 + 𝐺𝐻
=

𝑎(𝑠 + 𝑐)

(𝑠 + 𝑏)(𝑠 + 𝑐) + 𝑎
 

(2) フィードバック制御系の伝達関数（閉ループ伝達関数）は， 

𝑊1(𝑠) =
𝑎(𝑠 + 𝑐)

(𝑠 + 𝑏)(𝑠 + 𝑐) + 𝑎
=

𝑎(𝑠 + 𝑐)

𝑠2 + (𝑏 + 𝑐)𝑠 + 𝑏𝑐 + 𝑎
 

これより特性方程式は 𝑠2 + (𝑏 + 𝑐)𝑠 + 𝑏𝑐 + 𝑎 = 0． 

𝑎, 𝑏, 𝑐は正の実数なので，各係数は存在し同符号である． 

安定であるためには以下のラウス表の最左端が正になればよい． 

1 𝑏𝑐 + 𝑎 

𝑏 + 𝑐 0 

𝑏𝑐 + 𝑎  

𝑎, 𝑏, 𝑐は正の実数なので，表の最左端はすべて正になり，このフィードバック制御系は安定であることが

分かる． 

(3)  

𝑊2(𝑠) = 𝐺𝐻 =
𝑎

(𝑠 + 𝑏)(𝑠 + 𝑐)
 

(4) 𝑎 = 100, 𝑏 = 1, 𝑐 = 10 

(5) 50度 

 

生産システム工学系専攻 機械ロボット工学コース，情報電子工学系専攻 共創情報学コース E系 


